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参加書店 15 社が共同声明参加書店 15 社が共同声明
28年に粗利30％・返品率20％など28年に粗利30％・返品率20％など
ＢＳ＆Ｃｏ．ＢＳ＆Ｃｏ．

Spring Summit 2026 の会場

懇親会の席上であいさつ
する橋元理事長 

大学出版部
協　　　会

橋
元
理
事
長
が
再
任

流
通
問
題
と
Ａ
Ｉ
対
応
が
課
題

求められる書店
　
ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
が
茨
城
県
常
陸

太
田
市
に
開
店
し
た
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

Ａ
Ｙ
Ａ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

常
陸
太
田
」
は
、
６
２
０
坪
の

書
店
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス　
コ
ー

ヒ
ー
や
地
元
飲
食
店
に
よ
る
フ
ー

ド
コ
ー
ト
が
併
接
さ
れ
た
複
合
施

設
だ
。
同
社
が
近
年
展
開
す
る

モ
ー
ル
型
複
合
書
店
の
ス
タ
イ
ル

だ
が
、
市
の
人
口
が
４
万
３
０
０

０
人
余
と
少
な
い
点
が
特
徴
だ
。

　
こ
の
人
口
に
も
か
か
わ
ら
ず
奥

野
康
作
社
長
に
出
店
を
決
断
さ
せ

た
要
因
は
、
市
か
ら
の
支
援
で
あ

る
。
賃
料
や
店
舗
建
設
な
ど
へ
の

支
援
に
よ
っ
て
、
同
社
が
同
規
模

の
店
舗
を
開
業
運
営
す
る
の
に
比

べ
て
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
だ
け
、
市
側
か
ら
の
書

店
進
出
へ
の
期
待
が
高
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。

　
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
移
住

者
を
呼
び
込
も
う
と
同
市
が
市
民

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
欲

し
い
商
業
施
設
の
１
位
が
書
店
、

２
位
が
カ
フ
ェ
だ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
話
に
は
既
視
感
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
２
０
０
９
年
に
住

民
の
要
望
で
オ
ー
プ
ン
し
注
目
を

集
め
た
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
・
ブ
ッ

ク
ス
ト
ア
の
時
も
、
自
治
体
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
１
位
が
書
店
、

２
位
は
カ
フ
ェ
だ
っ
た
。
日
本
で

も
11
年
に
代
官
山
蔦
屋
書
店
が
開

店
し
た
時
、
周
辺
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
書
店
が
１
位
に
な
っ
た

と
い
う
説
明
だ
っ
た
。
そ
の
後
も

同
様
の
話
を
い
く
つ
か
聞
い
た
。

　
ト
ー
ハ
ン
の
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｌ
な

ど
で
、
書
店
を
始
め
た
い
と
考
え

る
人
が
多
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し

た
が
、
潜
在
的
に
書
店
を
求
め
て

い
る
人
も
多
い
の
だ
。【
星
野
渉
】

2026.6.30

株式会社駿河台出版社株式会社駿河台出版社

システム導入にシステム導入に
IT 導入補助金を活用IT 導入補助金を活用

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

浅見取締役

『新・リュミエール』 『仏検公式ガイドブック』

『英語ができればフ
ランス語ここに極ま
る！』

　語学書を中心に刊行する駿河台出版社
は、2024 年に独自開発だった基幹システ
ムに変えて光和コンピューターの販売管理
と印税・支払管理システムを導入した。従
来の作業の流れに合わせてカスタマイズす
ることでスムーズな移行を実現したほか、
IT 導入補助金を活用して導入のハードル
を大幅に下げることができた。

株式会社駿河台出版社
代表者：上野名保子
創　立：1954 年 10 月 13 日
従業員：5 人
所在地：〒 101-0062
                 　 東京都千代田区神田駿河台 3-7
電　話：03-3291-1676（代表）

い、社員 2 人とアル
バイト 1 人の計 5 人
というコンパクトな
体 制 で 運 営 し て い
る。
　 同 社 の 書 籍 は 初
版 1500 部 前 後、 価
格は 2500 円前後が
多い。売上の半分ほ
どを占める大学教科
書は近年定価を 100
～ 200 円上げた。資
材の高騰もあるが、
教科書に付ける音声
デ ー タ の 制 作 費 や

仏・中・韓の
            語学書など刊行

　同社は 1954 年 10 月に創立された書籍出版社。

サーバーの維持費などのコストも上昇していると
いう。
　大学市場は少子化に加え、第二外国語の授業が
減少する学校が増えるなど厳しい面もあるが、毎
年一定の売上を確保できるメリットは大きい。
　ただ、今後も市場の縮小が予想されることから、

「教科書の売上があるうちに別の方向を模索した
い」と浅見取締役は考えている。

カスタマイズで
                 使いやすく

　 以 前 の シ ス テ ム は、IT に 詳 し い 社 員 が
「FileMaker」で作成していた。しかし、その担
当者が退職したことで、メンテナンスや機能追加
などが難しくなった。そこでシステムの導入を検
討。相見積もりを行った結果、出版社システムの
実績が多い光和コンピューターに決めた。
　販売管理システムと印税・支払管理システムを
導入したが、前システムのデータを CSV 形式で
ほぼそのまま移行できたため、導入は「思ってい
たより大変ではありませんでした」と浅見取締役。
　そして「以前使っていたシステムの使い勝手に
合わせてカスタマイズしてもらえたので、いまま
でと変わらずに使うことができたことが大きい」
と評価している。また、IT 導入補助金の申請に
ついてもアドバイスを得たことで無事に採択され
た。「当社のような小規模出版社がシステムを導
入するために、補助金はとても助かりました」と
浅見取締役は述べている。

ら MP3、音声ダウンロー
ドへと変遷している。
　一方、若者は K-POP アイ
ドルなどの影響で韓国語が
圧倒的に多い。また、かつて
は歴史愛好者が多かった中
国語の需要も、いまはゲー
ムや SF 小説などエンター
テインメント分野で若者が
関心を持っているという。
　また、この 1 カ月ほど、
中級者向けのフランス語参
考書『英語ができればフラ
ンス語ここに極まる！』の
注文が急増した。いまのと
ころ原因は把握できていな

大学教科書が安定収入に
　販売は取次・書店ルートが中心だ。大学教科書も
取次を通し、生協や紀伊國屋書店、丸善雄松堂など
で販売している。書店への商品案内は FAX 同報
配信が中心で、専任の営業担当者は置いていない。
　編集は上野名保子社長と浅見取締役が主に担

近隣に法学で知られる中央大学があったことで、
当初は法律書を刊行していたが、大学教員の紹介
でフランス語の出版に進出したという。いまはフ
ランス語、中国語、韓国語を中心とした語学の参
考書や大学教科書などを年間 20 点ほど出してい
る。なかでもフランス語の売上比率が高く、年間
2 万人弱が受験するフランス語の検定試験「仏検」
の公式ガイドブックや問題集も刊行している。
　そんな刊行物のなかで、フランス語文法の参考
書 『新・リュミエール－フランス文法参考書』は、
刊行以来、改訂、増補などを繰り返しながら 30
年以上売れ続けるロングセラーだ。「フランス語
を真剣に学習する人はかつて大学で第二外国語と
して学んだなど、比較的年齢が高めの人も多く、
30 ～ 70 代の読者から問い合わせが入る」（浅見
忠仁取締役編集部長）という。いまも 1 ～ 2 年ご
とに重版を繰り返し、音声媒体も当初の CD か

いというが、フランス語、中国語、英語、スペイ
ン語など 2 カ国語を使って学習する参考書も同社
の特徴になっている。

　
書
店
主
導
の
出
版
流
通
改
革
に
取
り
組
む
ブ
ッ
ク
セ
ラ
ー
ズ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｂ

Ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．）は
６
月
17
日
、参
加
書
店
15
社
が「
既
存
店
売
上
の
10
％
以
上
成
長
」「
平

均
返
品
率
20
％
」「
書
籍
粗
利
率
30
％
」な
ど
を
目
指
す
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。「
直

仕
入
×
共
同
販
促
×
デ
ー
タ
活
用
×
物
流
合
理
化
」
を
柱
と
す
る
も
の
で
、
５
月
19

日
、東
京・新
宿
区
の
紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
い
た
「
Ｓ

ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ  

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ  

２
０
２
６
」
で
各
経
営
者
が
合
意
し
た
。

　
共
同
声
明
は
「
目
指
す
べ

き
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、
直

仕
入
れ
商
品
の
拡
大
に
よ
る

書
籍
粗
利
益
率
の
改
善
、
書

店
横
断
型
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン

フ
ラ
の
拡
充
、
書
店
主
導
の

新
た
な
出
版
流
通
モ
デ
ル
の

確
立
を
挙
げ
、
２
０
２
８
年

３
月
ま
で
に
「
契
約
出
版
社

の
既
存
店
売
上
を
直
取
引
開

始
前
の
10
％
以
上
成
長
さ
せ

る
」「
参
加
書
店
の
平
均
返

品
率
を
20
％
に
削
減
す
る
」

「
書
籍
仕
入
の
５
割
を
直
仕

入
に
切
り
替
え
て
書
籍
販
売

に
お
け
る
粗
利
率
30
％
を
実

現
す
る
」と
の
目
標
を
掲
げ
、

四
半
期
ご
と
に
方
策
・
施
策

配
分
を
更
新
し
な
が
ら
達
成

を
目
指
す
。

　
共
同
声
明
の
背
景
に
つ
い

て
Ｂ
Ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．
は
発
表
の

中
で
、
書
店
ビ
ジ
ネ
ス
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に

は
粗
利
益
の
改
善
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
高
い

返
品
率
や
低
い
積
載
率
と

い
っ
た
従
来
の
出
版
流
通
の

課
題
解
決
に
も
、
書
店
が
主

体
的
に
関
与
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
表
明
。
書
店
を
起

点
と
し
て
販
売
の
最
大
化
と

流
通
の
合
理
化
を
推
進
し
、

販
売
機
会
ロ
ス
の
解
消
や
流

通
効
率
の
改
善
に
繋
げ
、
書

店
と
出
版
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
が

共
に
成
り
立
つ
新
た
な
出
版

流
通
サ
イ
ク
ル
の
創
出
が
求

め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．
は
24
年
３

月
の
出
版
社
直
取
引
開
始
以

降
、
書
店
の
実
売
率
を
高
め

る
こ
と
で
返
品
率
の
削
減
と

利
益
の
改
善
を
実
現
す
る
取

り
組
み
を
拡
大
。
参
加
書
店

の
書
籍
仕
入
に
占
め
る
直
仕

入
比
率
は
平
均
24
％
（
26
年

４
月
時
点
）
と
な
り
、
25
年

度（
25
年
４
月
～
26
年
３
月
）

包
括
取
引
実
績
（
参
加
書
店

×
包
括
契
約
出
版
社
23
社

計
）
は
、
純
仕
入
額
（
仕
入

―
返
品
）
１
３
３
億
円
（
純

仕
入
前
年
比
６
・
５
％
増
＝

包
括
契
約
出
版
社
23
社
の
対

24
年
度
実
績
比
）、
店
頭
売

上
１
２
４
億
円
（
前
年
比
全

国
差
プ
ラ
ス
１
・
５
％
）、

返
品
率
26
・
６
％
（
前
年
比

２
・
８
％
減
）、
書
店
粗
利

改
善
額
１
・
８
億
円
（
運
賃

等
の
諸
経
費
負
担
後
、
改
善

率
１
・
４
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ  

Ｓ
ｕ
ｍ

ｍ
ｉ
ｔ  

２
０
２
６
出
席
者

　
▽
主
催
者
＝
ブ
ッ
ク
セ

ラ
ー
ズ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

取
締
役
会
長
・
高
井
昌
史
、

同
代
表
取
締
役
社
長
・
宮
城

剛
高
、
同
取
締
役
・
内
沢
信

介
、
同
取
締
役・日
野
泰
憲
、

同
執
行
役
員
・
後
藤
崇
、
同

執
行
役
員
・
野
上
由
人

　
▽
参
加
書
店
＝
旭
屋
書

店
・
東
京
旭
屋
書
店
代
表
取

締
役
社
長
・
川
上
幸
弘
、
う

さ
ぎ
や
代
表
取
締
役
・
笹
沼

敬
史
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
リ
テ
ー
ル
ズ

代
表
取
締
役
・
近
藤
純
哉
、

大
阪
水
嶋
書
房
代
表
取
締
役

社
長・水
嶋
成
年
、カ
ル
チ
ュ

ア
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
代

表
取
締
役
社
長
・
鎌
浦
慎
一

郎
、
紀
伊
國
屋
書
籍
販
売
代

表
取
締
役
社
長・西
前
秋
幸
、

紀
伊
國
屋
書
店
代
表
取
締
役

社
長
・
藤
則
幸
男
、
同
取
締

役
副
社
長
・
大
野
繁
治
、
啓

文
社
代
表
取
締
役
社
長
・
手

塚
淳
三
、
八
文
字
屋
代
表
取

締
役
副
社
長・五
十
嵐
勇
大
、

ビ
ッ
グ
ワ
ン
代
表
取
締
役
社

長
・
大
村
一
夫
、
ふ
た
ば
書

房
代
表
取
締
役
社
長
・
洞
本

昌
哉
、
フ
タ
バ
図
書
代
表
取

締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ・土
橋
武
、

ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
代
表
取
締
役

社
長
・
奥
野
康
作
、
文
教
堂

代
表
取
締
役
社
長
・
佐
藤
協

治
、
谷
島
屋
代
表
取
締
役
社

長
・
斉
藤
晋
一
郎
、
日
本
出

版
販
売
上
席
執
行
役
員
・
金

丸
貴
之

　
大
学
出
版
部
協
会
は
定
時

総
会
を
５
月
29
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
で
開
催
し
、
新
役
員

を
選
出
し
た
。
懇
親
会
の
席

上
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
、
代

表
理
事
・
理
事
長
に
再
任
さ

れ
た
東
京
大
学
出
版
会
の
橋

元
博
樹
氏
が
、
取
次
流
通
の

構
造
的
課
題
と
生
成
Ａ
Ｉ
の

台
頭
を
挙
げ
、
学
術
出
版
の

社
会
的
意
義
を
あ
ら
た
め
て

問
い
直
す
姿
勢
を
示
し
た
。

　
総
会
で
は
新
役
員
を
選
出

が
書
店
や
読
者
に
求
め
ら
れ

て
き
た
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま

え
、「
世
の
中
に
と
っ
て
意

味
の
あ
る
本
、
個
人
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
本
を
提
供
し

続
け
る
こ
と
が
す
べ
て
」
と

強
調
。
取
次
と
の
条
件
交
渉

は
、
そ
う
し
た
出
版
活
動
の

継
続
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
も
触

れ
、「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

脅
威
な
の
か
チ
ャ
ン
ス
な
の

か
は
ま
だ
流
動
的
」
と
し
つ

つ
、「
チ
ャ
ン
ス
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
」
と
述
べ
、
前
向
き

な
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。

　
背
景
に
は
、
２
０
０
８
年

に
協
会
が
慶
應
義
塾
大
学
で

開
催
し
た
大
学
出
版
会
と
大

学
図
書
館
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
出
発
点
と
す
る
電
子

化
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
、

橋
元
理
事
長
は
そ
の
問
題
意

識
を
引
き
続
き
協
会
活
動
に

反
映
さ
せ
た
い
と
す
る
考
え

を
示
し
た
。

　
顧
問
の
山
下
正
氏
（
元
東

京
大
学
出
版
会
）
は
祝
辞
の

中
で
、
各
種
出
版
賞
で
の
大

学
出
版
物
の
受
賞
実
績
や
書

評
で
の
注
目
度
を
挙
げ
、
存

在
感
を
評
価
。
今
年
３
月
に

開
催
さ
れ
た
東
京
大
学
出
版

会
75
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
理
事
長
が
大
学
と
の
新

た
な
関
係
構
築
に
意
欲
を
示

し
た
こ
と
に
も
触
れ
、
大
学

と
大
学
出
版
会
の
関
係
強
化

へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

し
、
橋
元
代
表
理
事
・
理
事

長
の
ほ
か
、
副
理
事
長
に
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
の
大
野

友
寛
氏
、
新
任
の
理
事
に
は

関
西
大
学
出
版
部
の
小
林
弘

幸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

た
。

　
懇
親
会
の
席
上
、
橋
元
理

事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

取
次
流
通
を
め
ぐ
る
現
状
に

言
及
。「
書
店
の
減
少
問
題

と
取
次
が
利
益
を
出
せ
な
い

状
況
の
中
、
わ
れ
わ
れ
の
学

術
出
版
は
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
と
い
う

問
題
意
識
を
常

に
持
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」

と
語
っ
た
。

　
そ
の
う
え
で

橋
元
理
事
長

は
、
学
術
出
版

ア
ス
コ
ム

（
６
月
11
日
付
）

　
▽
出
版
営
業
部
部
長
（
出
版

営
業
部
次
長
）
池
田
孝
一
郎
▽

同
課
長
売
上
管
理
リ
ー
ダ
ー
兼

書
店
戦
略
リ
ー
ダ
ー
（
出
版
営

業
部
課
長
代
理
）
石
井
耕
平
▽

同
課
長
書
店
戦
略
リ
ー
ダ
ー
兼

デ
ー
タ
分
析
リ
ー
ダ
ー
（
同
課

長
代
理
）
熊
切
絵
理

　
▽
同
課
長
代
理
販
売
戦
略

リ
ー
ダ
ー
兼
デ
ー
タ
分
析
リ
ー

ダ
ー
（
同
係
長
）
菊
山
清
佳
▽

同
課
長
代
理
販
売
戦
略
リ
ー

ダ
ー
（
同
係
長
）
山
口
瑞
穂
▽

同
係
長（
同
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

志
水
公
美
▽
同
係
長
販
売
戦
略

担
当
（
同
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

綱
脇
愛

　
▽
メ
デ
ィ
ア
開
発
部
部
長

（
メ
デ
ィ
ア
開
発
部
副
部
長
）

中
山
景
▽
同
課
長
（
メ
デ
ィ
ア

開
発
部
）
長
野
太
介
▽
同
課
長

代
理
（
同
）
志
摩
晃
司
▽
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
部
係
長
（
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
部
）
川
上
留
依
▽

同
係
長
（
同
）
鈴
木
愛
▽
経
営

企
画
部
部
長
（
経
営
企
画
部
次

長
）増
尾
友
裕
▽
同
副
部
長（
経

営
企
画
部
課
長
）
早
坂
裕
子
▽

同
係
長
（
経
営
企
画
部
）
吉
村

寿
美
子


